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は
こ
れ
一
字
の
み
。
以
下
　
(
2
)
　
か
ら
　
(
5
)

ま
で
は
ま
っ
た
く
別
の
字
形
。
(
2
)
の
形
は
中

央
に
横
画
が
二
本
入
っ
た
状
態
の
特
殊
な
形
で

二
字
現
わ
れ
る
。
こ
の
形
は
楚
畠
書
(
戦
国
中

晩
期
)
、
曽
俣
乙
墓
竹
筒
(
B
C
四
三
三
頃
)
中

に
見
え
る
形
と
同
形
で
あ
る
。
(
3
)
の
字
形
は

三
字
、
(
4
)
　
の
字
形
は
四
字
使
わ
れ
て
い
る
。

両
方
の
形
と
も
包
山
楚
簡
　
(
B
C
三
一
六
)
　
に

見
え
る
そ
れ
と
同
形
で
あ
る
。
(
5
)
の
字
形
は
、

郭
店
一
号
林
疋
墓
廿
簡
で
の
使
用
例
は
こ
れ
一
字

だ
け
。
こ
の
よ
く
見
な
れ
た
後
の
形
と
同
じ
字

形
は
、
古
く
は
曽
俣
乙
墓
竹
筒
の
　
「
瑚
」
字
の

寺
に
現
わ
れ
る
の
が
、
今
わ
か
る
限
り
で
は
最

初
で
あ
る
。
「
四
」
字
の
用
例
と
し
て
は
楚
畠
書
、

信
陽
長
台
関
楚
簡
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
同
じ

郭
店
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
文
字
で
あ
り
な
が
ら
、

字
形
の
上
で
こ
れ
だ
け
の
相
違
が
あ
る
こ
と
は

興
味
深
い
こ
と
だ
と
思
う
。
「
四
」
字
に
つ
い
て

の
一
例
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
時
代
的
に

い
か
に
も
と
い
う
感
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
　
(
5
)
　
の
字
形
が
簡
頗
以
外
で
初
出
を
見
る

の
は
大
策
の
石
鼓
文
「
壁
車
第
四
鼓
し
　
(
B
C
三

七
四
唐
蘭
説
)
　
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
『
郭
店
楚
墓
廿
簡
』
の
刊
行
が
、

書
の
研
究
に
稗
益
す
る
こ
と
は
大
で
あ
る
と
信

ず
る
。
　
　
　
　
　
　
(
書
家
・
大
東
文
化
大
学
)
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台
湾
知
識
人
に
よ
る
新
し
い
中
国
近
代
思
潮
史
水
羽
信
男

著
者
の
陳
俵
探
氏
は
、
一
九
五
四
年
生
ま
れ

で
台
湾
・
雲
林
の
出
身
。
現
在
、
中
央
研
究
院

近
代
史
研
究
所
副
研
究
員
。
本
書
は
多
年
に
亙

れ

1

-

り
政
治
思
想
を
研
究
し
て
き
た
陳
氏
が
、
近
代

中
国
　
二
八
四
〇
～
一
九
四
九
年
)
　
の
思
想
史

に
新
し
い
視
座
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
二
〇
〇

ペ
ー
ジ
あ
ま
り
の
手
際
の
良
い
概
説
書
で
あ
る
。

書
名
に
含
ま
れ
る
〝
思
潮
〟
と
は
〝
時
代
の

要
求
″
に
応
え
、
社
会
に
影
響
を
与
え
得
た
政

治
思
想
の
主
要
な
潮
流
を
指
し
て
お
り
、
多
く

の
知
識
人
の
知
的
営
為
を
総
合
的
に
捉
え
る
視

点
で
あ
る
。
著
者
は
個
人
の
思
想
分
析
に
力
点

を
お
く
、
従
来
の
研
究
に
対
す
る
批
判
を
前
提

に
し
て
思
潮
史
を
構
想
し
た
。
ま
た
通
説
で
は

洋
務
1
変
法
1
革
命
と
い
っ
た
よ
う
な
思
想
史

の
単
線
的
な
発
展
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
が
強
か
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
社
会
主
義
を
思
想
界
に

陳
儀
深
著

近
代
中
国
政
治
思
潮

-
　
従
鵜
片
戦
争
到
中
共
建
国

一
九
九
七
年

稲
郷
出
版
社
[
二
、
二
五
〇
円
]

れ
′
こ

お
け
る
三
つ
の
基
軸
と
位
置
づ
け
、
こ
の
三
つ

の
思
潮
が
相
互
に
影
響
を
与
え
つ
つ
併
存
し
た

と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
著
者
は
、
今
ま
で
の
通
説
と
は
随
分

と
異
る
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
。
日
く
、

「
中
華
民
族
主
義
」
と
は
、
漢
族
至
上
主
義

的
で
侵
略
的
な
も
の
で
は
な
い
の
か
?

tosho-seibi-repo
長方形
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国
内
の
エ
リ
ー
ト
が
一
般
の
民
衆
に
、
中

国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
植
え

つ
け
た
の
で
は
な
い
か
?

中
国
の
自
由
主
義
者
は
〝
個
の
尊
厳
〟
な

ど
、
リ
ベ
ラ
ル
な
諸
価
値
の
実
現
を
自
己
の

目
的
と
し
て
貫
き
得
た
の
か
7

人
類
の
平
等
を
追
求
す
る
社
会
主
義
は
、

中
国
共
産
党
の
独
占
物
な
の
か
?
…
…

以
下
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
い
く
。
本

書
の
構
成
は
次
の
通
り
。

緒
論
、
民
族
主
義
(
清
朝
末
年
的
民
族
主
義
・

文
化
挟
択
与
民
族
主
義
危
機
・
民
族
主
義
的
発

展
与
障
擬
)
、
自
由
主
義
(
新
文
化
運
動
与
自
由

主
義
・
国
民
党
統
治
下
的
自
由
主
義
)
、
社
会
主

義
　
(
清
末
民
初
的
社
会
主
義
思
潮
、
馬
克
思
主

義
的
輸
入
与
発
展
)
、
結
論
。

「
東
方
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
侵
略
に
抗
す
る

反
対
感
情
を
基
調
と
し
た
外
因
性
の
強
い
も
の

で
あ
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
も
、
守
る
べ
き
〝
国
〟

が
最
初
に
意
識
さ
れ
、
そ
の
後
に
ヶ
民
族
〟
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
対
応
型
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

で
あ
る
　
「
中
華
民
族
主
義
」
　
の
形
成
に
は
、
漢

族
の
優
越
性
を
前
提
に
種
族
主
義
的
な
言
論
を

展
開
し
た
知
識
人
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
広
く
一
般
の
人
び
と
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
全
国
市
場
の
形

成
、
マ
ス
=
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
学
校
教

育
の
普
及
な
ど
の
社
会
経
済
的
な
諸
条
件
の
成

熟
に
拠
っ
て
い
た
。
.

抗
日
戦
争
勝
利
の
意
義
は
、
中
国
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
形
成
の
最
大
の
阻
碍
者
=
日
本
に
勝

利
し
た
こ
と
や
、
不
平
等
条
約
の
撤
廃
=
欧
米

諸
国
に
対
す
る
対
外
的
な
自
立
を
成
し
遂
げ
た

こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
抗
戦
の
意

義
は
、
こ
の
戦
い
を
通
じ
て
党
派
・
宗
教
・
地

域
・
種
族
を
分
た
ず
、
共
通
の
　
「
国
民
」
意
識

を
共
有
す
る
　
「
中
華
民
族
」
　
が
、
二
足
程
度
、

形
成
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
課
題
と
は
、
対
外
的
な
独
立
・
自

立
だ
け
で
な
く
、
対
内
的
な
「
国
民
」
統
合
を

進
め
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
　
「
中
華
民
族
」
と
は
、
現
在
の
中
華

人
民
共
和
国
の
版
図
に
住
む
全
民
族
な
の
か
。

少
な
く
と
も
チ
ベ
ッ
ト
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
モ

ン
ゴ
ル
の
各
民
族
は
、
主
観
的
に
も
客
観
的
に

も
分
離
・
独
立
す
る
条
件
を
有
し
て
い
る
。
国

共
両
党
は
と
も
に
諸
民
族
を
統
一
す
る
と
い
う

水
平
的
な
「
国
民
」
統
合
の
局
面
に
お
い
て
、

原
理
的
に
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
国
共
両

党
は
分
化
し
っ
つ
あ
る
社
会
を
垂
直
的
に
統
合

す
る
、
と
い
う
意
味
に
お
け
る
　
「
国
民
」
　
形
成

に
も
失
敗
し
た
。
垂
直
的
な
社
会
統
合
に
は
、

広
汎
な
人
び
と
の
政
治
参
加
を
保
障
す
る
民
主

的
な
機
構
が
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
一
九
二
八
年
以
後
の
同
氏
政
府

に
よ
る
国
家
建
設
だ
け
で
な
く
、
一
九
四
九
年

革
命
も
究
極
的
に
は
国
民
国
家
の
形
成
に
は
挫

折
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

清
末
に
西
欧
か
ら
導
入
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
が
、
思
潮
と
な
っ
た
の
は
一
九
一
〇
年
代
の

新
文
化
運
動
期
か
ら
だ
っ
た
。
中
国
の
自
由
主

義
者
の
本
来
的
な
課
題
と
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

の
伝
統
の
な
い
中
国
に
お
い
て
、
社
会
改
造
を

担
い
う
る
個
人
主
義
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
で
あ

り
、
批
判
精
神
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
の
課
題
の
実
現
は
困
難
を
極
め
た
。

中
国
の
自
由
主
義
者
に
と
っ
て
の
日
琅
大
の
雉
問

は
、
帝
国
主
義
諸
国
、
殊
に
日
本
の
佼
晴
に
対

抗
す
る
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
い
ず
れ
を
優
先
す
る
の
か
、
,
′
)
い
う

価
値
選
択
を
迫
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し

て
一
部
の
〓
由
主
芸
者
は
、
救
国
の
た
め
に
独
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我
を
是
認
し
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
富
民
政
府

に
参
画
し
て
い
く
。
ま
た
抗
戦
勝
利
後
の
内
戦

期
に
は
、
救
国
と
い
う
課
題
の
実
現
を
求
め
て
、

共
産
党
を
支
持
す
る
に
い
た
る
自
由
主
義
者
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
他
方
、
あ
く
ま
で
も
国
共

両
党
に
対
し
て
リ
ベ
ラ
ル
な
諸
価
値
の
実
現
を

目
指
す
運
動
は
、
一
党
独
裁
を
企
図
す
る
両
党

に
挟
撃
さ
れ
、
そ
の
理
念
を
実
現
で
き
な
か
っ

た
。し
か
し
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
、
本
来
、
人
が

社
会
と
他
者
に
対
し
て
も
つ
気
質
や
態
度
の
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
　
〝
個
の
尊
厳
〟
な
ど

の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
を
堅
持
す
る
な
ら
ば
、

個
人
が
社
会
の
な
か
で
享
受
す
る
自
由
を
十
分

に
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

の
是
非
を
一
時
的
な
成
功
や
失
敗
に
よ
っ
て
論

じ
る
必
要
は
な
い
。

な
お
本
書
は
民
主
主
義
を
思
潮
に
含
め
な
い

が
、
そ
れ
は
著
者
に
と
っ
て
民
主
主
義
と
は
リ

ベ
ラ
ル
な
諸
価
値
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
で

あ
り
、
両
者
は
不
可
分
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
人
び
と
の
政
治
参
加
を
保
障
せ
ず
、
「
人
民

の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
だ
け
を
追
求
す
る
「
民

主
主
義
」
を
著
者
は
認
め
な
い
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
を
語
る
こ
と
は
、
著
者
自
身
の
民
主
主
義
思

想
の
根
幹
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

人
間
の
平
等
を
追
求
す
る
社
会
主
義
は
　
「
人

類
古
老
の
理
想
」
　
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー

ニ
ン
1
毛
沢
東
と
い
う
単
線
的
な
系
譜
だ
け
で

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
康
有
為
の
大
同

思
想
か
ら
孫
文
の
民
生
思
想
や
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

な
ど
を
含
め
た
多
様
な
思
想
的
実
残
を
含
め
て

社
会
主
義
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
の
本
格
的
受

容
期
は
、
レ
ー
ニ
ン
ら
に
よ
る
第
二
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
批
判
の
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
当
時
の
中
国
知
識
人
の
社
会
主
義
像

は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
的
な
も
の
に
固
定
さ
れ
が

ち
で
、
多
様
な
社
会
主
義
思
想
を
ト
ー
タ
ル
に

理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

他
方
、
現
代
中
国
の
正
統
思
想
と
な
っ
た
毛

沢
東
思
想
は
主
体
的
能
動
性
を
強
調
し
、
こ
の

点
に
マ
ル
ク
ス
本
来
の
思
想
と
は
異
質
な
も
の

を
含
ん
で
い
た
。
だ
が
毛
沢
東
思
想
は
〝
マ
ル

ク
ス
主
義
の
中
国
化
〟
と
し
て
共
産
党
に
よ
っ

て
宣
伝
さ
れ
、
西
欧
と
日
本
の
侵
略
に
苦
し
む

中
国
人
の
民
族
主
義
的
な
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
、

多
く
の
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

如
上
の
績
介
か
ら
ー
・
つ
窺
え
る
L
で
つ
に
、
本
吉

の
方
法
上
の
持
説
の
一
つ
は
、
あ
る
思
潮
が
社

会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
影
等
力
を
も
ち
得
た
社

会
経
済
的
要
因
や
民
族
的
情
緒
な
ど
に
つ
い
て

考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
著
者
は
知
識
人

の
思
想
的
営
為
に
お
け
る
〝
建
前
〟
と
行
動
の

〝
本
音
〟
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
リ
ア
ル
な
眼
差

し
を
向
け
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
清
末

に
お
け
る
劉
師
培
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
提
起
に
つ

い
て
、
著
者
は
立
憲
派
と
の
論
争
の
終
焉
に
よ

る
反
清
運
動
の
沈
静
化
を
危
供
し
た
章
柄
麟
が
、

新
た
な
論
争
的
局
面
を
創
出
す
る
た
め
に
や
ら

せ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
。
本
書
は
あ
れ
こ
れ

の
思
想
的
な
言
説
を
、
単
に
文
字
面
だ
け
で
理

解
せ
ず
に
、
当
時
の
政
治
状
況
の
な
か
で
読
み

解
く
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

思
潮
と
い
う
分
析
の
枠
組
や
大
胆
な
通
説
批

判
と
と
も
に
、
著
者
の
方
法
的
視
座
か
ら
学
ぶ

べ
き
も
の
は
多
い
。

と
こ
ろ
で
著
者
は
三
つ
の
思
潮
の
相
互
関
係

を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
社
会
主
義
の

理
想
を
追
求
す
る
な
ら
ば
、
「
一
つ
の
中
国
」
を

目
指
す
「
中
華
民
族
主
義
」
を
声
高
に
訴
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
の
民
族
間
・
階
層
間
の
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諸
矛
盾
を
覆
い
隠
す
べ
き
で
は
な
い
。
取
り
組

む
べ
き
は
少
数
民
族
の
分
離
独
立
を
も
含
ん
だ

リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
の
実
現
で
あ
る
。
そ
う
し

な
い
限
り
改
革
開
放
政
策
の
進
展
に
と
も
な
う

「
市
民
社
会
」
の
形
成
は
、
中
華
人
民
共
和
国
に

お
け
る
体
制
的
な
社
会
主
義
の
倒
潰
を
結
果
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
中
国
の
近
未
来
に
か
か
わ
る
展
望
は
、

台
湾
独
立
派
の
知
識
人
と
目
さ
れ
る
著
者
の
政

治
的
立
場
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
本
吉
は

今
日
の
台
湾
思
想
界
に
お
け
る
「
自
我
の
確
立
」

に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
　
(
裏
表
紙

の
コ
ピ
ー
)
。
ま
た
「
独
立
派
知
識
人
が
近
代
中

国
の
研
究
を
生
業
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ

な
い
か
?
」
　
と
の
問
い
に
、
著
者
は
思
想
の
多

元
化
を
実
現
し
た
釆
た
る
べ
き
海
洋
国
家
台
湾

に
と
っ
て
、
華
語
世
界
の
思
想
的
伝
統
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
本
書
の
議
論
の
背
景
に
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
相
対
化
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
復
権
に

ょ
る
、
「
社
会
主
義
」
の
再
生
と
い
う
課
題
が
あ

る
と
感
じ
た
の
は
、
評
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

国
民
大
会
代
表
で
も
あ
る
著
者
の
政
治
的
立

場
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
り
う

る
。
ま
た
本
書
の
学
問
的
な
作
業
仮
説
に
、
政

治
主
義
的
な
歪
み
が
生
じ
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
本
書
は
、
今
日
の
台
湾
知
識
人

の
動
静
を
理
解
す
る
う
え
で
興
味
深
い
素
材
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

川
著
書
に
『
「
独
立
評
論
」
的
民
主
思
想
』
　
(
聯
経

出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
九
年
)
　
な
ど
。

似
本
書
と
は
問
題
関
心
を
異
に
し
て
い
る
が
、
大

陸
で
も
こ
の
三
つ
を
「
中
国
近
代
三
大
思
潮
」

と
位
置
づ
け
た
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。
『
十
字

街
頭
与
塔
』
　
(
胡
偉
希
ほ
か
、
上
海
人
民
出
版

社
、
一
九
九
一
年
)
　
な
ど
。

(
広
島
大
学
)

『
東
北
現
代
文
学
大
系
』
出
版
に
際
し
て

一
九
七
九
年
に
　
『
東
北
現
代
文
学
研
究
会
』

(
中
国
)
が
生
ま
れ
て
以
来
、
東
北
現
代
文
学
に

関
す
る
研
究
は
、
着
実
に
実
を
結
ん
で
き
た
。

一
九
八
〇
年
に
は
、
黒
龍
江
省
と
遼
寧
省
の

両
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
に
よ
る
　
『
東
北
現

平
石
淑
子

代
文
学
史
料
』
　
が
発
行
さ
れ
、
東
北
文
学
に
関

す
る
論
文
、
資
料
な
ど
が
、
堰
を
切
っ
た
よ
う

に
公
表
さ
れ
始
め
た
。
ま
た
、
塞
克
、
茄
軍
、

節
群
、
賂
賓
基
、
梁
山
丁
、
陳
隠
、
開
沫
南
等
、

か
つ
て
東
北
現
代
文
学
を
担
っ
た
人
々
に
加
え

張
硫
茂
主
編

東
北
現
代
文
学
大
系
全
一
四
巷

一
九
九
六
年

溶
陽
出
版
社
[
三
九
、
六
〇
〇
円
]

て
六
〇
名
を
超
え
る
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
た

「
蔚
紅
生
誕
七
〇
周
年
記
念
会
」
二
九
八
一
年
、

蛤
爾
藩
)
　
の
成
功
は
、
そ
の
後
の
東
北
文
学
研
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